
B.LEAGUE 2050 VISION

地域を感動で創生し、日本の力を世界へ示す。

− 地域創生リーグ −



2026｜B.革新



バスケの
世界地図に、
東の頂を。

2036｜B.革新から10年、B.LEAGUEが目指す到達点

事業規模・競技力で世界No.2のリーグを、ここ日本に。



1,500
1 47

FIBAインターコンチネンタルカップ

Bクラブ優勝

47都道府県でアリーナを核に

世界とつながるまちづくりを展開

スピード感ある事業成長を持続

入場者900万人/事業規模1,500億円

目標③｜経営目標①｜強化 目標②｜社会性

2036｜3つの目標

900

B.革新にて“経営の健全性・安定性”が担保。全クラブで3つの目標を達成してまいります。



2026→2036｜アクション指針

もっと高く、
もっと遠くへ。

地域が生み出す感動を力に、まだ見ぬ世界へ全速力で。



2026

B.革新2016
開幕

地域を感動で創生し、日本の力を世界へ示す。

感動立国

・B.PREMIERプレーオフ枠の拡大
 ([2027-28] 10チーム/[2028-29] 16チーム）

・オンザコートフリーによる競技力向上
・4県でクラブ創設

Step1

B.LEAGUE 2050 VISION

事業規模・競技力で世界No.2のリーグを、ここ日本に。

バスケの世界地図に、東の頂を。

Step2
・サラリーキャップ・フロアの引き上げ
（＝ライセンス基準見直し）

・2県でクラブ創設（全都道府県制覇）
・新設アリーナ新たに16誕生

900１ 47

2036

1,500

目標③｜経営目標①｜強化 目標②｜社会性

FIBA
インターコンチネンタルカップ

Bクラブ優勝

47都道府県でアリーナを核に
世界とつながる
まちづくりを展開

スピード感ある事業成長を持続
入場者900万人

事業規模1,500億円

Step3
・B.NEXT全クラブB.ONE昇格

2カテゴリ制への移行を想定
・2036年目標に向けた進捗を踏まえ、
さらなる構造改革も検討

もっと高く、
もっと遠くへ。

− 地域創生リーグ −



・世界で勝つための強化投資

・国内最高峰の競争環境

・国内上位の競争育成基盤 ・上位カテゴリへ挑むため

競技と育成の土台

・アリーナを核にまちづくり

地域の熱量を世界へ

・地域代表クラブとして

地域との共創を拡大

・地域にプロクラブとの

新たな接点を創出する

・売上高12億円

・平均入場者数4,000名

・夢のアリーナ

・売上高4億円

・平均入場者数2,000名

・売上高1億円

2026-27時点｜カテゴリ規定

挑め、世界の頂

燃やせ、地域の誇り

壊せ、自らの壁

■ 強化

■ 社会性

■ 経営
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